




A n e s t h e s i o l o g y麻酔科
　皆さん、「ブラックペアン」を見ていましたか？渡海先生の華
麗な手術手技ばかり目立っていましたが、何か足りない事に
気づいていましたか？心臓外科手術は全身麻酔で行われてい
たはずなのに、緊急事態が起こっても麻酔科医が何もしない
のです。
　麻酔科の一番の仕事は手術時の全身麻酔です。麻酔なしで
は手術はできません。患者さんの手術中の痛みを取り除いて、
恐怖感を忘れさせ、体を動かないようにして、外科医が安全に
手術できるようにすることが麻酔科の仕事です。
　麻酔中の患者さんは眠っているのでしょうか？違います！
全身麻酔のための薬を注入するとあっという間に意識がなく
なり、その次に呼吸が止まります。呼吸が止まると人間は死ん
でしまいますので、気管に人工呼吸のためのチューブを挿入
して酸素とガス麻酔で人工呼吸をして麻酔の状態を維持しま
す。手術中に目が覚めることはありません。手術をする先生が
手術に集中できるように患者さんの血圧や呼吸を安定させ命
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麻酔科の一番の仕事は手術時の全身麻酔

看護の日イベントを開催しました

を守るのが我々麻酔科の仕事です。
　また、私はペインクリニックの専門医でもあり外来診療も
行っております。痛みの病気の中で強烈に痛いのが帯状疱疹
の急性痛です。早く対応しないと帯状疱疹後神経痛となり場
合によっては一生治らない事があります。
　痛みの治療で大切なことは、“痛みは本人でなければ分か
らない”、“痛みは感情である”ということを治療する医師が理
解する事です。患者さんの話をよく聞くと話の中に治療の糸口
が見つかることがあります。慢性痛の患者さんが、夫婦喧嘩を
した後で、いつもの痛みがさらに強く感じられたりするのはそ
の一例です。

第一麻酔科部長
根本　英徳

三角布の
使い方

認知症相談

手洗いチェッカー体験

　「看護の日」は、近代看護を築いたフローレンス・ナイチンゲー

ルの誕生日にちなみ、5月12日に制定されました。　

　水戸赤十字病院では「看護の日」に関連し、5月10日(木)にイ

ベントを開催しました。

　当日は、血圧・体脂肪測定、手洗いチェッカー体験、栄養・薬・

認知症・育児の各相談、救急法・幼児安全法ミニ講習、災害時に

役立つガウン等の作り方などを実施し、約220名の沢山の方に

ご参加いただきました。

　今年は、新たに認知症・育児の相談機会を設け、特に認知症

相談は多くの方から相談がありました。

　参加された方からは、「ちょっとした疑問を気軽に質問できた

ので、参加して良かった」といった声が聞かれました。

　また、献血推進キャラクターの「けんけつちゃん」も駆けつけ、

一緒に写真を撮られる方も多くいらっしゃいました。



平成29年度患者満足度調査結果
平成29年12月11日（月）～15日（金）、当院において患者満足度調査を実施しました。結果は
以下の通りです。今回の調査をもとに、皆様からの評価及びご意見を全職員で共有し、より良
い病院づくりに努めてまいります。詳細は当院ホームページにも掲載されております。ご協力あ
りがとうございました。

性 別

年 齢

診療科

予約の有無

コミュニケーション

職員能力

ていねいさ

医師や職員は、患者様の希望を
できる限り取り入れようとしましたか。

（複数回答可）

医師や職員は、聞き取りやすく
わかりやすい言葉で説明しましたか。

当院を選んだ
理由は何ですか。
（複数回答可）

医師や職員は、礼儀正しく、親切で
ていねいでしたか。

医師や職員は、必要な知識と技術が
身についていると思いますか。

反応の良さ

回答総数：746名（外来600名、入院146名）

平成29年度患者満足度調査
満足度総合計






